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3.教員・教員組織 

中期目標 

(1)本学の理念・目的を達成し、教育研究を円滑に実施するため、教育研究を担当するにふさわしい 

能力を有するとともに、熱意をもって、かつ真摯に教育研究に取り組む教員の配置を図る。 

(2)教員の資質及び教育力の向上を図るため、教員のＦＤ活動を推進する。 

(3)専任教員の研究活動の振興と円滑化を促し、その研究成果の発表を行うため「東京医療保健大学 

紀要」を毎年度発刊する。 

(4)教員の資質の向上及び教育研究の活性化を図るため、教員の教育研究活動等の評価に関する組織的な 

実施体制を整備し、処遇等に反映する仕組みの導入を図る。 

 

中期計画 

【8】本学の理念・目的を達成し、教育研究を円滑に実施するため、「教員組織の編成方針」に基づき、

教育研究を担当するにふさわしい能力を有するとともに、熱意をもって、かつ真摯に教育研究に

取り組む教員の配置を図る。 

・教育研究を円滑に実施するため、有効かつ適切な教員配置に努める。 

・教員に欠員等が生じた場合には、原則公募により募集を行うこととし、採用・昇任等に当たって

は教員選考規程及び教員選考基準に基づき公正かつ適切に行う。 

取組状況及び課題等 

1)本学の教員組織の編成に当たっては、本学の建学の精神及び理念・目的を達成するため「教員組織の 

 編成方針」に基づき、教育研究を担当するにふさわしい能力を有するとともに臨床現場の経験が豊富 

  であり熱意を持って、かつ真摯に教育研究に取り組む教員を配置することとしております(資料 13)。 

2)また、医療系の大学である本学においては優れたチーム医療人の育成を図ることとしておりますが、 

 「臨床現場に強い」人材を育成する観点から、医療機関の臨床現場等において教育実習・臨床実習の 

 指導等に当たってもらうため、保健・医療・介護等の分野において優れた見識・知識を有するととも 

 に豊富な経験を有し教育上の能力があると認められる者については、大学経営会議において選考を 

行って臨床教授・客員教授等に任用することとしております。 

3)教員組織の編成に当たっては、引き続き中期計画に基づき教育研究を円滑に実施するため有効かつ 

適切な教員配置に努めることといたします。また、教員に欠員等が生じた場合には、原則公募により 

募集を行うこととし、教員の採用・昇任等に当たっては教員選考規程及び教員選考基準に基づき公正 

かつ適切に行っております。 

4)本学は現在 2 学部 4 学科・2 研究科・1 専攻科を有しており、教員人事に当たっては、大学経営会議 

において定めた「教員組織の編成方針」「教員選考規程」「教員選考基準」に基づき、医療系の大学と 

して教育課程に相応しい教員組織を編成することとしております。 

東が丘・立川看護学部（平成 26 年 4 月東が丘看護学部から名称変更）が平成 25年度末に完成年度を 

迎えたことにより、同学部の教員組織の充実が図られたこと等から、平成 26 年度から全学的な見地 

から教員人事の選考を行うこととし新たに全学委員会である人事委員会(学長を委員長とし、各学部 

長、各学科長、助産学専攻科長、各研究科長、大学経営会議室長、事務局長をもって組織)を設置 

しております。人事委員会においては、教員の採用・昇任等に関する選考に当たって、原則として 

人事委員会委員を構成員とする教員選考委員会を置くこととしており、同委員会の選考審査結果に 

基づき公正・厳正に審議を行った後、大学経営会議に提案しております。 
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中期計画 

【9】教員の資質及び教育力の向上を図るため、教員のＦＤ活動を推進する。 

・毎年度、学生による授業評価を実施し、授業内容・方法の改善・充実及び教員の教育力の向上を

図る。 

・ＦＤ活動の一環として、教育力の向上等に関するテーマに基づき全教職員が一堂に会して発表・

意見交換等を行う「東京医療保健大学を語る会」を毎年度実施するなど、学部・研究科における

ＦＤ活動の推進を図る。 

・全学的なＦＤ活動を推進するため組織的な実施体制を整備し、外部有識者の協力を得てＦＤを 

実施する。 

取組状況及び課題等 

1)学生による授業評価の実施について 

○授業内容・方法の改善・充実及び教員の教育力の向上を図るため、本学では開学当初の平成 

18 年度から毎年度学生による授業評価を実施しております(資料 14)。平成 27 年度の全授業科目に 

ついて実施した学部学生及び大学院生による授業評価アンケート結果については、平成 28 年 10 月 

5 日(水)学内各キャンパスに掲示するとともにウェブサイトに公表しました(資料 15)。 

○平成 25 年度授業評価アンケート実施分からは、講義・演習科目と実習・実験科目に関してそれ 

ぞれの授業形態の特性に応じて評価項目及び評価方法の見直しを行うとともに、評価項目では 

新たに「授業を受けて良かったと思うことがありますか」「この授業の進め方等について改善を 

図るべき事項はありますか」の記述による項目を加え、授業における良い点及び改善されるべき 

点も抽出できるようにしております。なお、評価項目については逐次見直しを行っており、平成 28 

年度においてもこれまでの評価方法を検証し、平成 29 年度から見直し後の評価項目で授業評価を 

実施予定でおります。 

○各授業科目のアンケート結果については各担当教員に渡しており、各教員はアンケート結果を受け 

 て、授業において工夫を行っていること、今後授業の改善に取り組むこと等の感想を記述した 

ペーパーを各学科長等に提出し、各学科長等は各教員の感想等を踏まえて「授業評価結果に関する 

考察」をまとめ、授業評価集計結果とともに公表しております。 

○授業評価結果については評価項目の経年比較を行っておりますが、学部学生による授業評価に 

おいては「学生としての自分自身の授業態度」「教員の姿勢」「教員の教え方」「授業内容」「総合 

評価」の各項目について着実にポイントが増えていることから、授業評価実施の効果が確実に 

上がっており学生及び教員の双方に良い結果をもたらしていると言えます。また、授業評価実施 

結果を公表することにより授業評価に対する理解推進・意識啓発及び授業内容・方法の改善・充実 

がより一層図られると評価することができます。 

2)FD 活動の推進について 

○全学的な FD 活動の一環として、教育力の向上等に関するテーマに基づき全教職員が一堂に会して 

 発表・意見交換等を行う「東京医療保健大学を語る会」を平成 20 年度から毎年度実施しており 

ます。平成 28 年度は、今後の 10 年に向けて建学の精神を生かした大学教育の質向上を図るととも 

に、中期目標・計画に基づき教員の質向上及び教育力の向上を図るため、「学生の学修成果の把握・ 

評価について」をテーマとして「東京医療保健大学を語る会」を平成 28 年 10 月 26 日(水)に開催 

しました。冒頭、理事長より昨今の大学教育を取り巻く現状や、大学教育についての歴史的背景、 

大学に求められる人材育成の在り方、本学の目指すべき方向性等幅広い視点から講和があり、参加 

した教職員は改めて本学の果たすべき使命・役割を認識する機会となりました。また、登壇した各
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教員の教育方法等の工夫改善の取組に対して質疑応答が行われ、参加した教員から「大変参考にな

った。授業方法の参考にしたいのでも詳しく教えて欲しい」などの意見が寄せられております。 

○また、「東京医療保健大学を語る会」の終了後には参加者に授業において工夫を行っていること等 

 についてアンケートを実施しております。アンケート結果については各学科・研究科にフィード 

バックしており、各学科・研究科においてはアンケート結果及び他の学科等の取組等を参考として

各教員の教育力の向上及び授業内容・方法の改善・充実を図っております。 

○全学的な FD 活動として、外国の大学及び国内の大学等から講師を招いての講演会・研修会を毎年 

度開催しておりますが、引き続き外部の講師による講演会等により FD 活動の充実に努めてまいり 

ます。(資料 16)。 

○なお、今後、全学的な FD 活動の一貫として学士課程の 3つの方針「入学者受け入れの方針」「教育 

課程編成・実施の方針」及び「学位授与の方針」の適切性等を検証して、高大接続の関連において 

求められるものに見直してまいります。 

3)FD 活動の組織的な実施体制について 

本学では FD 活動を組織的に推進を図るため医療保健学部及び東が丘・立川看護学部に FD 委員会を 

設置し FD 活動の企画実施に当たっておりますが、統一的な体制の整備が課題となっており、今後、

全学的な FD 活動を推進するための体制を整備し教学マネジメントを進めてまいります。 

 

中期計画 

【10】専任教員の研究活動の振興と円滑化を促し、その研究成果の発表を行うため「東京医療保健大学

紀要」を毎年度発刊する。 

・専任教員の研究活動の振興と円滑化を促し、その研究成果発表のため紀要への論文の投稿を積極

的に行うよう奨励する。 

・研究活動の質の向上を図るとともに紀要に対する社会からの信頼に応えるため、紀要の投稿論文

については、学内の教員による査読に加えて学外の有識者に査読を依頼し、その評価等を踏まえ

て原稿の採否・修正の指示の決定を行う。 

本学専任教員の教育研究活動の振興と円滑化を促しその成果の発表のため、平成 18 年度から毎年度 

1 回「東京医療保健大学紀要」を発刊しております。平成 28 年度は「東京医療保健大学紀要第 11 巻 

第 1 号 2015 年」を発刊いたしました。紀要に掲載する原著論文及び研究報告については学内で投稿 

募集を行い、紀要委員会の審査を経た後掲載しており、毎年質的な充実を図っております。原著論文が 

紀要に掲載され発行されるまで期間を要するため、原著論文の速報性を重視する観点から、紀要委員会 

において投稿の可否についての審査結果が出た後、速やかに投稿する原著論文を本学ウェブサイトに 

掲載しております。 

なお、審査に当たっては原著論文の内容によって適任の学外有識者に査読を依頼しております。 
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中期計画 

【11】教員の資質の向上及び教育研究の質の向上・活性化を図るため、教員の教育研究活動等の評価に

関する組織的な実施体制を整備する。 

・教員相互の資質向上を図るため、教員の授業参観を行って評価を行う等、ピアレビュー（同僚 

評価）の取り組みを推進する。 

・教員の資質の向上を図るため、最先端の医療技術に関する講習会、他の機関・団体等が開催する

ＦＤ関係の研修会・セミナー及び学会等への積極的な参加を奨励する。 

・教育研究の質の向上及び活性化を図るため、教員の教育研究活動等の実績・成果を評価し、処遇

等に反映する仕組みの導入を図る。 

取組状況及び課題等 

1)ピアレビュー(同僚評価)に関する取組状況について 

教員相互の資質向上を図るため、各学部学科において教員の授業参観を行って評価を行う等、ピア 

レビュー(同僚評価)を行っております。現在、一部の授業公開を行っておりますが、今後も授業公開

を拡大することなどピアレビューの活用を推進してまいります。 

2)教員の資質の向上に関する取組状況について 

 教員の資質の向上を図るための全学的な FD 活動としては、教育力の向上等に関するテーマに基づき 

 全教職員が一堂に会して発表・意見交換等を行う「東京医療保健大学を語る会」を毎年度実施して 

おり、また、外国の大学及び国内の大学等から講師を招いての講演会・研修会を開催しておりますが、 

今後も全学的な FD活動の充実に努めてまいります(中期計画【9】参照)。 

 なお、各学部学科・研究科においては、毎年度授業目標・計画に基づく FD 活動報告会等を開催して

各教員の教育力の向上に努めており、各教員においては、平成 28 年度においても私大連盟等外部 

  機関開催による FD 研修会・セミナーへの参加、各専門分野の学会への参加・発表等により FD 活動に 

積極的に取り組んでおります。 

3)教員の教育研究活動等の評価に関する取組状況について 

 中期目標・計画において「教育研究の質の向上及び活性化を図るため、教員の教育研究活動等の実績・ 

成果を評価し、処遇等に反映する仕組みの導入を図る。」と定めていることを踏まえ、平成 27 年度 

から次のとおり当面の措置として教員の教育研究活動等に係る評価(教員評価)を実施しております。 

(1)教員評価実施に当たっての原則的な考え方について 

①教員評価は、教員の資質の向上と自らの能力開発の一助とすること。 

②教員評価は、教員の優れた取組を評価するプラス評価を原則とすること。 

③教員評価のための評価データ(以下「評価データ」という)は教員の自己申告によること。 

(2)評価項目について 

  ①教育研究活動等の実績・成果を評価する項目を「教育活動」「研究活動」「学内外活動」の 3項目 

とする。 

  ②「教育活動」「研究活動」の評価に当たっては教育及び研究の質の向上を図るために取り組んだ 

(取り組んでいる)ことについて重点をおいて評価を行う。 

   ③「学内外活動」の評価においては、全学及び各学科等における各種委員会における活動状況・ 

実績、本学が主催・共催した公開講座における活動状況・実績・成果、学会等における活動状況・ 

実績・成果等について重点をおいて評価を行う。 

(3)評価実施方法について 

①医療系の大学である本学においては医療機関の臨床現場及び医療関連企業等における実習等に 
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重点をおいて教育課程を編成していること等を勘案し、3 項目全体による総合評価ではなく 

「教育活動」「研究活動」「学内外活動」の各項目による業績評価を行う。 

②各教員は、毎年 5月 1日現在で、前年度の教育研究活動等に関する具体的な取組内容について、 

「教員評価データ入力(記述)要領」等に基づき 5月末日までにデスクネッツの評価データの様式 

に入力(記述)する。なお、当該年度当初に採用された教員は対象としない。 

(教員は毎年 5月 1日現在でウェブサイトの教員紹介データ(学位・資格、担当科目、研究テーマ、 

最近の業績または代表的な業績、専門領域での活動等)の入力を行っていることから教員紹介 

データと併せて評価データを入力(記述)する)。 

③評価データの記述に関して説明資料がある場合には別途メール添付等により総務人事部長に 

提出する。総務人事部長は説明資料を各学科長・各研究科長(「各学科長等」という)及び学長に 

送付する。 

  ④学部所属教員のうち研究科教員を兼務している教員については学部及び研究科それぞれに 

おける教育研究活動等について評価データに入力(記述)する。 

  ⑤各学科長等は、総務人事部から付与されるパスワードにより各教員の評価データを開き、6 月 

中旬までに評価データに各評価項目に係る業績の評価を入力(記述)する。 

⑥各学科長等に係る評価については、学長が評価結果を入力(記述)する。 

(4)処遇等への反映方策について 

①学長は各学科長等が入力(記述)した評価結果に基づき、「教育活動」「研究活動」「学内外活動」 

の各項目の業績が特に顕著であると認められる教員に対しては、就業規則第 44 条(表彰)第 1 号 

「職務上の功績が顕著であり他の職員の模範となる場合」に基づく「表彰制度」を活用して教員 

表彰を行っていただくよう理事長に上申する。 

  ②理事長は学長からの上申に基づき教員表彰を行う。 

③学長は教員表彰を受賞した教員のうち、業績が特に顕著な教員に対してはインセンティブを付与 

するため学長裁量経費の中から特別教育研究費を配分する。 

(5)評価データの取り扱いについては十分注意することとし評価データは公表しない。 

また、評価データの保存期間は、「学校法人青葉学園文書管理規則」別表に定める文書保存期間 

基準に基づき 5年とする。 

(6)教員の教育研究活動等の評価に関する業務は総務人事部が担当する。 
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【資料 13】 

24．3．7 

大学経営会議 

 

 

東京医療保健大学の教員組織の編成方針の制定について 

 

 

１．趣旨・概要。 

○本学の建学の精神及び理念・目的を達成するために、教育・研究を担当する

に相応しい能力を有するとともに、熱意を持って、かつ、真摯に教育・研究

に取り組む教員を求めることとし、本学の教員組織の編成方針を定めるもの 

です。 

 

○教員組織の編成方針においては、医療系の大学として関係法令に基づき教育

課程に相応しい教員組織を適切に編成・整備することとし、医療保健学部 

看護学科・医療栄養学科・医療情報学科、東が丘看護学部看護学科、医療保健

学研究科、看護学研究科が求める教員像を明記しております。 

 

平成２３年度に大学基準協会による大学評価を受審した際に、大学評価 

分科会報告書における評価基準の「教員・教員組織」においては、 

努力課題として「理念・目的の実現のために教員組織の編成方針を定める 

ことが必要である」と指摘されております。 

 

２．施行年月日。 

平成２４年３月７日。 



 

1 

 

東京医療保健大学の教員組織の編成方針 

 

 

本学においては、建学の精神である「科学技術に基づく正確な医療保健の学問的教育・研究及

び臨床活動」、「寛容と温かみのある人間性と生命に対する畏敬の念を尊重する精神」に則り、

時代の求める高い専門性及び豊かな人間性と幅広い教養並びに高い倫理性を備え、これからの

社会が抱える様々な課題に対して、新しい視点から総合的に探求し解決することのできる人材

の育成を図ることを理念・目的としているが、これらの理念・目的を達成するために、教育・

研究を担当するに相応しい能力を有するとともに、熱意を持って、かつ、真摯に教育・研究に

取り組む教員を求めることとし、教員組織の編成方針を定める。 

 

学部・学科・研究科においては、大学設置基準及び大学院設置基準に定める教員数を措置する

とともに、次に定める学部・学科・研究科が求める教員像を踏まえ、医療系の大学として関係

法令に基づき教育課程に相応しい教員組織を適切に編成・整備することとする。 

 

（医療保健学部看護学科） 

① 医療現場におけるチーム医療の中核として活躍できる看護師及び保健師の育成に情熱を 

持って取り組むことができること。 

② 専門領域と関連する臨床現場における実践経験を有していること。 

③ 職位に応じた教育業績と研究業績を有していること。 

④ 大学運営及び社会活動に積極的に参画する意思があること。 

⑤ 専門領域を越えて教育改善のために協力する意思及び能力があること。 

 

（医療保健学部医療栄養学科） 

① 豊かな人間性と教養を持って、社会に貢献できる管理栄養士を目指す学生を育成できること。 

② 医療栄養に関する知識と見識を有すること。 

③ 教育及び研究の成果を持って、履修指導に取り組むことができること。 

④ 社会貢献及び地域貢献に寄与できること。 

⑤ 専門領域以外にも関心を持ち、協調性を持って各種の校務ができること。 

 

（医療保健学部医療情報学科） 

① 生命科学と医療情報学を学ぶ学科を目指して、学生の教育、研究・医療の向上に努めること。 

② 教育と研究において、高い倫理観を持ち、熱意を持って取り組むこと。 

③ 医療及びその関連分野において、現場を理解して実践経験が豊富であること。 

④ 常に新たな研究科目を開発し、医療の情報化・国際化に対応し、学際的な研究に関心を持つ

こと。 
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⑤ 学生を医療情報学の分野で指導的に活躍できる人材として責任を持って社会に送り出す 

ことができること。 

 

（東が丘・立川看護学部看護学科） 

① tomorrow's Nurse の養成に情熱を持っていること。 

② 臨床現場における実践経験が豊富であること。 

③ 教育、研究、社会貢献活動にバランスよく取り組む能力と情熱があること。 

④ 客観的な自己評価を通して、常に自己啓発に努めること。 

 

（医療保健学研究科） 

① 医療関連現場の高度専門職育成に情熱を持っていること。 

② 専門領域に関連する臨床現場の実践経験が豊富であること。 

③ 教育、研究、実践において優れた専門能力を有し、熱意を持って取り組むこと。 

④ 客観的な自己評価を通して、常に自己啓発に努めていること。 

⑤ 専門分野の歴史と最新情報に精通していること。 

⑥ その他、本研究科の教育方針を十分理解し研鑽していること。 

 

（看護学研究科） 

① 高度実践看護職の養成に情熱を持っていること。 

② 臨床現場における実践経験が豊富であること。 

③ 教育、研究、社会貢献活動にバランスよく取り組む能力と情熱があること。 

④ 客観的な自己評価を通して、常に自己啓発に努めること。 

 

附則 

 1. この編成方針は、平成 24年 3 月 7日から施行する。 

附則 

 1. この編成方針は、平成 26年 4 月 1日から施行する。 

 2. 東が丘看護学部は、学部名の変更に伴い東が丘・立川看護学部となった。 



 

【資料 14】 

28.5.25 

学科長会議 

 

平成 28 年度「学生による授業評価」実施要綱 

 

医療保健学部及び東が丘・立川看護学部の学生を対象とした平成 28 年度授業 

評価を次により実施いたします。 

なお、各大学院においてもこの実施要綱に準じて授業評価を実施することと 

いたします。 

１ 目 的 

  学生による授業評価を実施し、その結果を分析・評価することにより本学 

  のカリキュラム作成の参考、教員の教育力の向上及び授業内容・方法の 

改善・充実に資する。 

２ 対象授業 

  医療保健学部全学科、東が丘・立川看護学部看護学科及び大学院の全授業 

科目。 

３ 調査実施時期 

  原則として、各セメスターの最終授業日とする。 

４ 調査方法 

  授業担当教員の了承を得て、事務局から授業評価質問用紙(講義・演習 

科目用または実習・実験科目用)を配布し原則としてその場で記入させた後、

回収する。 

  ただし、授業科目によっては、質問用紙を学生に配布しペーパーボックス 

(事務局前設置)により回収する。 

５ 調査の集計等 

  質問用紙はマークシート方式により記入し、集計する。 

６ 主な評価項目 

（１）自分自身の授業(実習・実験)態度について 

（２）授業(実習・実験)内容について 

（３）教員の教え方(実習・実験指導)について 

（４）教員の姿勢について 

（５）総合評価 

（６）自由記述 等 

７ 授業評価結果の分析、公表等 

(１)学部の本年度前期実施分の授業評価結果については、次年度の授業に 

役立ててもらうため、概ね年末までに各教員にお渡しする。 

(２)個々の授業の調査結果の分析等は、当該授業の担当教員が行う。 

(３)また、前年度(平成 27 年度)実施分の授業評価結果については、各教員 

の感想等をとりまとめて各学科長等が分析等を行った後、10 月に全学分 

を公表する。 

(４)各教員においては、授業評価結果を授業方法の改善工夫等に活用する。 























































































































































 

 

【資料 16】 

FD 活動の一環として外部講師を招いての講演会等の実施一覧（平成 26年度～平成 28年度） 

 

実施年度 平成 28 年度 

実施日時 
28. 7. 22(金) 

13:00～14:30 

28. 8. 5(金) 

16:30～18:00 

28. 9. 28(水) 

13:00～14:00 

実施場所 国立病院機構ｷｬﾝﾊﾟｽ 五反田校舎 世田谷校舎 

主 催 国際交流委員会 大  学 動物実験委員会 

テ ー マ 命をまもり未来をつなぐ 「科研費」の最近の動向 平成 28 年度動物実験講習会 

講 師 
ＮＰＯジャパンハート 

武内 三惠 理事 

独立行政法人日本学術振興会 

研究事業部研究助成第一課 

中山 亮 課長 

東京大学医科学研究所 

実験動物研究施設 

佐藤宏樹 助教 

対 象 者 教職員・院生・学生 教職員 教職員・院生・学生 

参加者数 15 名 61 名 24 名 

 

実施年度 平成 27 年度 

実施日時 
27. 8. 5(水) 

16:30～18:00 

27. 9. 30(水) 

13:00～14:00 

27. 10. 7(水) 

16:30～18:00 

実施場所 五反田校舎 世田谷校舎 五反田校舎 

主 催 大  学 動物実験委員会 大  学 

テ ー マ 
文科省科学研究費助成金申請

に向けた準備の仕方 
平成 27 年度動物実験講習会 

平成 2 7 年度研究倫理に 

関する研修会 

講 師 

東京女子医科大学看護学部 

成人看護学領域 

  飯岡 由紀子 教授 

東京大学医科学研究所 

実験動物研究施設 

佐藤宏樹 助教 

東京大学医科学研究所 研究

倫理支援室公共政策研究分野    

神里彩子 特任准教授 

（法学博士） 

対 象 者 教職員 教職員、実験者、飼育者 教職員・院生・学生 

参加者数 66 名 23 名 130 名 
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実施年度 平成 26 年度 

実施日時 26. 7.30(水) 
26. 8. 6(水) 

16:30～18:00 

26. 8. 7(木) 

16:00～17:00 

実施場所 世田谷校舎 五反田校舎 五反田校舎 

主催 医療栄養学科 大  学 医療保健学部看護学科 

テーマ 学科 FD をすすめるために 
科学研究費助成事業の概要等

について 

医学教育国際認証評価制度を

視野に入れた医学教育改革の

在り方について 

講師 
山梨大学大学教育センター 

日永龍彦 教授 

千葉大学大学院看護学研究科 

  増島麻里子 准教授 

  渡邊 美和 助教 

日本医学教育学会認証制度委員会 

東京大学医学教育国際研究ｾﾝﾀｰ長 

北村 聖 教授 

対象者 学科教員・職員 教職員 教職員 

参加者数 23 名 57 名 28 名 

 

 

実施年度 平成 26 年度 

実施日時 
26. 8.21(木) 

13:00～15:00 

26. 9. 4(木) 

13：30～15:30 

26. 10. 1(水) 

10:00～11:00 

実施場所 国立病院機構キャンパス 五反田校舎 世田谷校舎 

主催 東が丘・立川看護学部 
医療保健学部看護学科 

学生委員会 
動物実験委員会 

テーマ 

アメリカにおける救急看護の

現状と将来 ‐外傷看護 

コースプログラムと評価‐ 

大学における「合理的配慮」

の取組み 
平成 26 年度動物実験講習会 

講師 
マーガレット・マクマホン先生

（ナースコンサルタント） 

信州大学教育学部 

高橋知音 教授 

東京大学医科学研究所 

実験動物研究施設 

佐藤宏樹 助教 

対象者 教職員・学生 教職員 教職員 

参加者数 104 名 56 名 20 名 
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実施年度 平成 26 年度 

実施日時 
26. 10.23(木) 

18:00～19：50 

26. 11. 7(金) 

18:00～19:30 

実施場所 国立病院機構キャンパス 国立病院機構キャンパス 

主催 大学院看護学研究科 国際交流委員会 

テーマ オバマケア以降の NP 活動 
アメリカの自律した看護師は

どのように育つか 

講師 

スタンフォード大学病院 

准教授 

ガレット・チャン博士 

ハワイ大学看護・歯科衛生学

部看護学科／大学院 准教授 

モーリーン・シャノン博士 

対象者 

本学大学院生、学部生、教職

員及び東京医療センター看護

職員 

学部学生、大学院生、教職員、

看護教育に興味のある学外の

医療関係者 

参加者数 59 名 73 名 

 


